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はじめに

我社では従来から固定資産保全の観点より防蝕の重要性に注 目し、ゴム及

びフレークライニング事業の展開を図り皆様の御愛顧を賜って参 りました。

さらに今後の多種多様なニーズに応えるべ く、今迄築いて来た技術 と情報

のネットワークを基に二つの
｀
R、 (Resin&Rubber)を 有機的に結びつけ

ることによりこれからの情報社会に合致 した文字通 りの道材適所をはか

って参 ります。

創   立
取締役社長

資 本 金
従 業 員
本社及び工場

営 業 所
主 要 製 品

関 連 会 社

昭和32年 2月

昭和36年 3月

昭和56年 10月

昭和62年 1月

昭和63年 4月

平成4年 12月

平成10年 4月

平成11年 4月

平成12年 10月

平成13年 5月

平成14年 1月

昭和32年 2月 11日

真 木 敬 一
2億円

200名

山口県防府市・山口市

東 京 ,大 阪・岡 山・防 府・福 岡

ゴムホース、工業用成型品及び押出し品、ゴム及び樹脂ライエング

クリヤマ株式会社、クリヤマコンソル ト株式会社

王子テック株式会社、靖江王子ゴム有限公司

クリヤマ・オージ・タイランドlttl 他

ゴムホース全般、工業用各種ゴム製品と共に各種ゴム

ライエング製品の製造設備を新設して生産を開始。

ライニングエ場の増設。

三菱樹脂エンジニアリングいとフレークライエングに

ついて技術協定。

シンガポールにOH」 I―HERCULES INDUSTRIES PTE
LTD(王子・ハーキュレスエ業株式会社)を設立。
フレーク村脂工場を新設。

中国に靖江王子防腐工程有限公司を設立。

王子テック設立。

タイに100%日 本出資による KURIYAMA-OH」 I(THAI
LAND)LTDを 設立。
中国の靖江王子防腐工程有限公司を、日本独資に切 り替え、

靖江王子ゴム有限公司として再出発。

シンガポールのOH」I_HERCULES INDUSTRIES PTE
LTDを 日本独資に切 り替え、KURIYAMA-OH」 I(SINGA
PORE)PTA LTDを 設立。
フレーク材料生産設備を靖江王子ゴム有限公司へ移設。

は じ め に 王子ゴム化成のあらまし

ライエング部門の沿革

あなたのエー剣こおこたえします

本社工場全景



耐蝕性、施工の簡便性、メンテナンスフリー

経済的な総合ライエングシステム オージフレークライエング

1.フ レ―クライエングの特徴 3.フ レークライエングの種類と標準仕様

./＼つ絶 なし伸

■
―
高耐蝕性の熱硬化性樹脂をベースにしていますので、各

種の酸、塩基、溶剤、ガス等に優れた耐性を示します。

オージフレーク

トップコー ト

２

３

6

４

５ メンテナンスフリーの為、保守費用の節減に大きく寄与

します。又、工期も短くて済みます。

水蒸気透週係数が小さいので、膜厚が薄くても薬液や

腐敏性ガスの浸透を防止します。

硬化時の収縮が小さい為、内部応力も少なく、高温下

での繰り返し使用にもクラックや剥離の心配がありま

せん。

施工も比較的簡単に出来ますので、品質のバラツキも

少なく安定した性能がだせます。

常温硬化タイプなので、現地での施工も簡単に出来ます。

プ ラ イ マ ー

フレークライニングの特長の中で特筆す

べき点は、その蒸気透過率の小ささにあ

り、同じ厚みのFRPラ イエングに比較

して 1/10以下という低い値となってい

ます。

この事は、右図の様にフレークによる迷

路効果が蒸気の近蔽に関与している事を

示しています。

つまり、厚さが数ミクロンという極薄の

鱗片】犬ガラスフレークが、樹脂中へ層状

に配置される事によつて、薬演やガスの

浸透を防いでいるのです。

又、以上のような迷路効果に加えて、更

に硬化時の収縮が少ない事、及び線膨張

係数が小さい事がフレークライエングの

もう一つの大きな特長として上げられま

す。この為に内部応力が低減し、鉄面と

の密着性が向上する事によって、剥離や

クラック防止に重要な役割を果たしてい

ます。

※上記品種は汎用品種ですがオージフレークでは無機質フレーク以外にもセラミック等をベ

・―スにした品種を用意しております。

種 ベースレジン 標準使用量
(kg/nf)

標準膜厚
(mm)

施 工 方 法

HF-141 ヘット酸ポリエステル

HF-161 ビニールエステル
オージフレーク
#100シリーズ

HF-181 ノボラツク系
ビニールエステル

4 2 コ  テ

ピニールエステルHF-261オージフレーク

#200シリーズ HF-281 ノボラツク糸
ビニールエステル

i8 08
スプレー
ローラー

刷  毛

HF-341 ヘット酸ポリエステル

HF-361 ビニールエステル
オージフレーク

#300シリーズ

HF-381 ノポラック系
ビニールエステル

珂 O.4

スプレー

ローラー

刷  毛

口
ｍ 種 ベースレジン 標準使用量

(kF【 /ドう
標 準 膜 厚
(mmう

施 正 方 法

オージ

プライマー
PR-60 ビニールエステル 02

スプレー

ローラー

刷  毛

.フレークライエングの防蝕原理2

口
ｍ 種 ベースレジン 筆 標 Z

施 工 方 法

TC-40 ヘツト酸ポリエステル

TC-60 ビニールエステル
オージ

トップコート

TC-80
ピユールエステル

03
スプレー

ローラー

刷  毛

下 地

■
水
蒸
気
透
過
の
モ
デ
ル
図

プライマー

第 1層

一 第 2層 4.フレークライエングの物理的特性

項    目 単    位 100シリーズ 200シリーーズ 300シリーズ 備    考

曲 げ  5蛮  さ Mpa 70 60 60 」IS K7203

引 張 り 強 さ 35 30 30 」IS K7113

接 着 強 さ 13～ 16 13～ 16 13～ 16 引張りせん断」IS K6850

曲 げ 弾 性 率 o9× l o4 04× 104 042× 104 」IS K7203

引 張 り弾 性 率 lo× 104 53× 109 53× 100 」IS K7113

引 張 り伸 び 率 % 05 11 110 」IS K7113

硬 化 収 縮 率 0司 0 015 015 長さ方向

水蒸気透過係数 g/24hrs・ nf・ mmHg/cm 40× 10■ 17× 10■ 17× 10刊 ASTM― E-96

パーコール硬度 40 40 40 ASTM-244

テーバ摩耗係係数 40～50 40～50 40～50

線 膨 張 係 数 /℃ 20～22× 105 2.0～ 22× 10石 20～ 22X105 」IS K6911

刊OO 54～60 49～55 瀬中使用
耐 熱 温 度 ℃

司50 150 150 液外使用



耐蝕のチャンピオン

オージフレークHF-100シリーズ

経済的な

オージフレークHF-200シ リーズ
HF-300シ リーズ

被ライニング材
(要ブラステイング)
プライマー

中 塗

上 塗

オージフレークライエング

用途 ― 排ガス処理設備 水処理設備 各種製造設備 その他

排煙脱硫装置

用途 ― 原油タンク 海水導入管 海洋構造物 純水タンク その他

■
積
層
断
面
図

■
積
層
断
面
図
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5.施 工 要 領 ズ100シ リ

外   観
ピンホール

膜   厚

下 地 処 理

プライマー塗布

フレーク 1層 目
(コテ塗り)

フレーク2層 目
(コテ塗り)

仕 上 げ 、検 査

トップコート塗布

最 終 検 査

検   査
(Sa 21/2以 上)

下 地 処 理

プライマー塗布

先 行 増 塗 り

フレーク中塗り
(ハ欠 スプレー)

フレーク上塗り
(ハケ、スプレー)

仕 上 げ 、検 査

200・300シリーズ

被ライエング材
(要ブラステイング)
プライマー

中 塗

上 塗

トップコート

。純水タンク0油タンク

●海上リグ



その他のライエング

FRPライ三動JWコンクリー ト槽に安全な

FRPライエングとは
FRPラ イニングはコンクリート躯体に発生する ライエング完成後はコンクリートオ曹を外側支持体
構造クラックの影響を受けない安全な密着ライニ  とし、内側にもう一つのFRP単体槽を設置した
ングです。                   のと同じ構造となります。

FRPライエングの特長

既設ゴムライエングの補修に

ゴム補修ライエングとは

1.コ ンクリート躯体の構造クラックに殆んど影

響を受けません。

2.内容旗に応じて樹脂の選択を行い、コンクリ
ート躯体を100%守 ります。

3.常温硬化型で現地施工が容易な為、大型オ曹も

自由自在に施工できます。

FRPの種類

積層断面図

古いものをたくましく、

又美しくよみがえらせる

コンクリー ト水槽 リフレッシュコーテイング

コンクリート槽は伸び縮みなどで構造クラックが  活になくてはならない水 (槽)を守る為、既設コ

発生したり、消毒液等でコンクリート表面が荒さ ンクリート槽の点検を行い高性能樹脂コーティン

れたりして汚れ、腐蝕、劣化、穴あき等を引きお  グによる補修を含む恒久姑策システムです。
こしています。リフレッシュコーテイングとは生

リフレツシユコーテイングの特長

4.メ ンテナンスフリーです。

5,既設コンクリートオ曹を苔熟、貯湯槽として転

用できます。

0こ の歩合、コンクリート槽とFRPラ イニ
ングとの間に断熱材をサンドイッチします。

ゴムライエングはバランスのとれた弾性と厚み、

広範囲に渡る耐蝕性、耐摩耗性と耐熱、耐衝撃性

に優れたライエングで古くから防蝕を必要とする

化学装置、楽液タンク等に使用されてきました

が、通常数年経過すると再生補修の必要がでてき

ます。しかしながら、ゴムライニングの再生補修

ゴム補修ライエングとゴムライエング更新との比較

ゴム補修ライエングの施工方法

既設ゴムライニングとSS缶体との接着状態
を十分検査します。

>SS缶体とゴムライエングが接着している
所は、そのまま残します。

積層断面図

被ライニング材

既設ゴムライニング

特殊プライマー

オージフレーク(上塗)

FRPライニング (M・ M・ SM)
トップコート

オージフレーク(下塗)

は現地で容易に行えない欠点があり、又高額な費

用、長い工期が必要です。そこで短期間で且つ安

価に既設ゴムライエングの劣化、破壊進行を中断

させると共により以上の耐蝕性をもたせるのがゴ

ム補修ライエングです。

◎ 最適 ○ 適  △ 可

1.使用材料は飲料水水質試験に合格した信頼あ
るもので村脂特有の臭気はありません。

2,使用樹脂は強力な接着力をもち剥離、脱落が
ありません。

3.使用村脂は無溶剤型で作業時の爆発、中毒等
の危険性が極めて少なく安全です。

4 長年の経験と実績を生かし高度な技術で状況
に応じた最良の方法で施工します。

>SS缶体とゴムライニングが接着していな
い所は完全に剥します。

2

サンダー掛け又はサンドブラストを行い素地

表面の処〕里を行います。

3 プライマー塗布

表面処理のあと特殊プライマーを盗布します。

4

オージフレーク、HF-100シ リーズをコテ塗り後、
｀
特殊ローラーによリスムージングを行います。

5

ガラスマット2PLYと サーフェスマット1
PLYを積層します。

6 検査
低周波高圧パルス放電式ピンホールテスター

を使用して全面ピンホールの有無を確認します。

7 トップコート

コ
:ム
補修ライニつJW

ゴムライニング更新ゴム補修ライニング

長い

既設ゴムライニング剥しに長くかかる
工 期

短い

既設ゴムライニングをそのままにして施工

耐  蝕  性 ◎ ◎

メンテナンス性 ◎ 恋

接  着  力 ○ ◎
種  類 ベースレジン

DR-2000 ビス系ポリエステル

ピニールエステルDR-6000
ノボラック系ビニールエステルDR-8000

ム ン

語面処理

■Jフレリ)ユ)ステム

フ

FRPE

上   水 水道法による水質規準使 用 樹 脂試 験 項 目

5以下O色 度 0

異臭なし 異常でないこと異臭なし臭 味

7.0 58～8674水素イオン濃度 (pH)

2以下00濁 度

9,8 200Eえ 下17.0塩 素 イ オ ン (ppm)

10以下31 1.2過マンガン酸カリ 消費量(ppm)
740 500以

~下

98.0蒸 発 残 留 量 (ppm)

水質試験成績書



耐  蝕  表

オージフレークライエング

※1 液中とは浸漬および湿潤ガスをいいます。
※2 液外とは飛沐、乾燥ガスなどをいい、一時使用(1日 30分程度)な らば
100シ リーズで149℃、200シ リーズで188℃まで使用可能です。

※3 ヘット酸ポリエステルの耐蝕性については別途お打ち合わせとします。

オージフレーク

К
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Ｒ
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ｏ
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」
〓
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正

」
正

Al Cl Dl塩 化 ナ ト リ ウ ム NaCI

Al Cl Dl硫 酸 ナ トリウ ム Na2S04 1 0H20

Dl DlNa23 9H20 Bl硫 イヒナ トリウ ム

Dlハイポ Al Clチオ硫酸ナトリウム Na2S208 5H20
Al Cl Dl

塩

　

類

シアン化 ナ トリウム NaCN
Bl D3 D3NH40H 20°/O水酸化アンモニウム

Dl DlCa(OH)2 消石灰 Bl水 酸 化 カル シ ウム

10。/0 Bl A2 A2水 酸 化 力 リウム KOH
100/O Bl A2 A2

ア
ル
カ

リ 水酸化ナトリウム NaOH
Al T T塩   素   水 HCI+HCIO 飽和

DlH?02 30°/O Dl Dl過 酸 化 水 素

N N N次 亜 塩 素 曖 HCIO
30/O Dl N N次亜塩素酸ナトリウム NaCIO

T T

漂

白
　
剤
過酸化ナトリウム Na202

Al D T黒 液

Al Cl Dl亜硫酸液(パルプ) HヮS03
Al Cl Dl

バ
ル
プ
紙 白 液

A3 A3ア ン モ ア NH3 Dry Cl

Ci02 Cl D2 D2酸 化 塩 素
C12 Dry C3 T T塩 素 ガ ス

Al Cl Dl硫  化  水  素 H2S
Cl Dl亜 硫 酸 ガ ス S02 Wet Dry Al

T

ガ

　

　

ス

三 酸 化 イ オ ウ SOa Wet Dl T
40°/。 N N Nク ロ ム メ ッ キ 液

Dl C2 C2銅 メ ッ キ 液 (シアン化物)

AH C2 C2銅 メ ツ キ 液 (酸 )
D2

メ
ッ
キ

液 ニッケルメッキ液 (Bright) Al D2

オージフレーク

К
Ｉ
（
ふ
只
￥

К
Ｉ
い
ふ
負
雨

К
Ｉ
＾
ふ
ｏ
ｏ
∞

」

エ
」
エ

」

〓

(硫酸塩 ) Al Cl Dl亜 鉛 メ ッ キ 液

Dlエチルアルコール C2H50H Al Cl

(CH9)2CHOH Al Dl Dlイツプロビルアルコール

CHOOH メタノ∋レDl T T

ア
ル
コ
ー
ル メチルアルコール

Al Cl Dlブ  ド ウ  福
Al Cl Dl酢

Al Cl Dl

食

品
大   豆   油

Al Cl Dlハ   イ   ボ (写真溶液 )
Dlジ ェ ッ ト 燃 料 Al CH

ブライン Al Cl Dl塩 水

Al Cl Dlト リレ   '由

Bl Cl Dl蒸   留   水 H20
C6H12 T T Tシ ク ロヘ キ サ ン

CHC19 N N Nク ロ ロ ホ ル ム

N N Nク レ フ リレ CHaC5HOH
CICH2CH2CI N N Nジクロルエチレン

T N Nフ ッ化 ケ イ素 酸

T T T酢 酸 ビ )レ CH3COOCHCH2
Nキ シ ロ リレ (CH3)2C6H4 T N

Dl T Tイ ソ ホ ロ ン

T T Tレ シ チ ン

Tナ フ タ リ ン C10H8 T

C2HOCIЭ Tトリクロロエタン

T T Tトリエチルアミン (C2H5)ON

T Tピ ク リ ン 百資 HOC6H2(N02)3 T

ピ  リ ジ  ン C5H5N N N N

そ

の

他

0保守点検には当社のメンテナンスチームを活用下さい
当社では大型化するプラント保全のニーズ多様化に伴う顧客の御要望に応じてメンテナンスチームを

編成しております。

永年に亘るライエング機器の点検、補修業務より得た防蝕技術ノウハウに基づき電力会社、化成工場

等の定修時に防蝕ライエングを施工した機器の保守点検業務を引受けておりますので、量の多少にかか

わらず御利用下さいますようお勧め申し上げます。

●保証について、当社は納入製品に対する二次的保証は致しません

0お気軽にこ相談ください

。使用目的 :防蝕 防塵 美装 耐摩耗 歩行性 その他
。使用条件 :接液 (ガス)名 濃度 温度 圧力 (荷重)
。被ライニング本ガ

・:鉄  コンクリート その他
。使用場所 :屋外 屋内 新設 補修
。工期 。予算 。公害問題 。関係法令

使  用  状  態使 用 温 度

A 製品の最高使用可能温度まで可 液  中

B 最高温度70℃ まで可 2 飛  沫

60℃ まで可 3 乾燥ガスC

D 40℃ まで可

T 要テス ト

N 使用不可能

オージフレーク
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〓薬  品  名
1～ 20。/O Bl C2 C2塩 酸 HCI

C3塩 酸 HCI 20～ 370/。 Bl C3

H2S04 2～ 200/O Al T T硫 酸

20～ 500/O Bl N N硫 酸 H2S04
N N硫 酸 H2S04 50～ 70°/O Cl

H?S04 70～ 800/。 T N N硫 酸

80～ 980/0 N N N硫 酸 H2S04

Al Dl Dl亜   硫   酸 H2S00 飽  和

硝 酸 HNOa 5°/0 Bl T T

HN00 100/O Cl N N硝 酸

250/0 Dl N N硝 酸 HNOa
N硝 酸 HN03 400/0 Dl N

HN03 600/0 D2 N N硝 酸

CONC N N N濃   硝   酸 HNOO
T亜   硝   酸 HN02 Cl T

HF水溶液 1～ 100/O T N Nフ ッ イヒ水 素 酸

10～ 53。/O N N Nフ ッ 化 水 素 酸 HF水溶液

Nケイフッイヒ水素酸 H2SiF6 T N

HOP04 200/O Al T Tリ   ン  酸
CONC Al T Tリ   ン  酸 HaP04

N Nク  ロ ム  酸 CrOa 10°/O Bl

HI水溶液 290/O Dl T Tヨ ウ イヒ水 素 酸

HBr水溶液 200/0 Dl T T

征
小
　
　
　

機
　
　
　

酸

臭 化 水 素 酸

Cl Dl Dl酢 酸 CHaCOOH 0～ 100/。

酢 酸 CH3COOH 10～ 50°/O Dl A2 A2

CH9COOH 50～100% T C2 C2酢 酸

D2 N N無 水 酢 酸 (CHoCO)20

ア ク リ ル 酸 CH2i CHCOOH Dl N N

HOOC(CH2)4COOH Dl Dl Dlア ジ ピ ン 酸

Al Dl Dlベンゼンスルホン酸 C6H5S09H

安 息 香 酸 C6H5COOH Al Dl Dl

Cl T T酪 酸 CHO(CH2)2COOH
C3 D3 D3ク ロ ル 酢 酸 CH2CICOOH

CISOoH N N Nクロルスルホン酸

Al Dl Dlク エ ン 酸 C9H4(OH)(000H)8.H20

ジ ク ロ ル 酢 酸 CHC12COOH 200/O Dl Dl Dl

Dl D2 D2ギ 酸 HCOOH
T Tク リ コ ー ル 酸 HOCH2COOH Cl

CHaCHOHCOOH 1～200/O Al Dl Dl乳 酸

20。/0～CONC Dl N N乳 酸 CH9CHOHCOOH
Al Dl Dlラ ウ リ ン 膏史 CHO(CH2),OCOOH
N N(CHCOOH)2 Dl

有

　

　

機

　

　

酸

マ レ イ ン 酸

オージフレーク
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」

工

」

Ｉ

Cl C2 C2リ ン ゴ 酸 H00CCH(OH)CH2000

オ レ イ ン 酸 Ci8H0402 Bl Dl Dl

CCH4(CH3)SOOH 希薄 Al Dl Dlトルエンスルホン酸

Al Dl Tシ  ュ ウ 酸 C2H204
ス テ ア リ ン 酸 CH9(CH2)16COOH Bl T T

HOOCH2CH2COOH Dl T Dlコ  ハ  ク  酸
Al Dl Dl酒   石   酸 (CH(OH)COH)2

フタル酸ジブチル C6H4(COOC4H9)2 Bl Dl Dl

有

　

機

　

酸

サ リ チ ル 酸 CGH4(COOH)(OH) Al Dl Dl

(CH9)2CO N N Nア  セ  ト  ン
Nベンズアルデヒド C6H5CHO N N

ベ ン ゼ ン C6H6 T N N

CS2 D3 N N二 市ι化 炭 素

Dl D2 D2四 塩 化 炭 素 CCi4

ク ロル ベ ンゼ ン C6H5CI T N N

CH3(CH2)5CH3 Al A2 A2ヘ  プ  タ ン
N N NM    E    C C2H5COisoC4H9

浴

剤

M `I  B  K CHaC6H5 Dl N N

CHaCOOC4H9 Dl Dl Dlト ル  エ  ン
Dl N N酸 酸 ブ チ ル C6H5NH2

ホルムアルデヒド HCOH(ホリレマリン) Al Dl Dl

C6H14 Al A2 A2ヘ キ サ ン

Al Cl Dl脂 肪 族 炭化 水素 CnH2n+2
T T T芳 香 族 炭化 水素

DlAl Clケ ロ シ ン

DlCl Clナ  フヽ  サ
Al Cl Dl原

'由 Tバークロルエチレン CCt2:CC12
T N N5°/0フ ェ ノ ー ル C6H50H
N N N

有

機

物

質

トリクロルエチレン CHC :CC12
飽和 CH Cl DlA12M(S04)4明   バ    ン
Al Cl Dl塩化アルミニウム AIC19 6H02
Al Cl Dl塩化アンモニウム NH4CI
Al Cl Dl(NH4)2S200チオ硫酸アンモニウム

れt安 Al Cl(NH4)2S04 Dl石声し酸アンモニウム

Al Cl Dl塩 化 第 鉄 FeCに '6H20
BlK2Cr207 N N重クロム酸カリウム

KCI Al Cl Dl塩 化 カ リ ウ ム

KMu04 Al過マンガン酸カリウム Cl Dl

K2S04 Al Cl Dl硫 酸 カ リ ウ ム

NaHCOo 重そう Al炭酸水素ナトリウム Cl Dl

Na2C00・ 1 0HPO

塩

類

炭酸 ナ トリウム Al T T

チエツクリス ト


